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 TEL.029-875-8888
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■｠事 務 局 土浦市真鍋1-2-6 金塚ビル3F
 TEL 029-823-4524 FAX 029-869-9006
■｠ホームページ http://tsuchiura-south-rc.com
■｠Eメール t_minami@lapis.plala.or.jp
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会長 楠 英夫　幹事 楢戸 憲一

出席状況

2024 年 2 月 27 日　 28 号
2024 年 2 月 20 日　第 3例会報告

₁．点　　鐘	 楠英夫会長

₂．ロータリーソング斉唱

（奉仕の理想）

₃．メジャードナー表彰式及び

地区委員委嘱状授与式

₄．幹事報告	 楢戸憲一幹事

₅．委員会報告

₆．ニコニコBOXの発表

	 今澤賢一郎副 SＡＡ

₇．会員卓話	 飯野豊会員

₈．出席状況報告	 出席委員会

₉．点　　鐘	 楠英夫会長

10．ロータリーソング斉唱

（それでこそロータリー）

（司会進行：山口裕由ＳＡＡ）

地区HP 地区行事予定

会員数 出席数 出席免除 出席率 全員出席卓 3名以上欠席卓 メークアップ 出席訂正率
名 名 名 ％ 卓 卓 名 ％

87 58 7 68.24 1・2・3・4 8・9・10・11
12・17 8 77.65

次週のプログラム
3 月 5 日（火）の例会は，上田淳会員の新会員卓話
でございます。

本日のプログラム
勝田達也会員の卓話でございます。

雛まつり（霞蓮雛人形）



【委員会報告】

ロータリー情報委員会	 海老原　一　郎　委員長

〈記念事業の足跡巡り開催のお知らせ〉

3月 19 日（火）例会後に次年度創立 60 周年を迎えるにあたり，記念事業の足跡巡りを開催い

たします。3月 5日（火）申し込み締め切りとなりますので奮ってご参加下さいますようお願い

致します。

【メジャードナー［レベル１］表彰】

【地区委員委嘱状授与】

海田恭敬会員

鈴木明夫会員

髙橋信子会員

RLI 委員

杉田一男会員



【会員卓話】
	 飯 野 　 豊 会員

皆様こんにちは，本日は最初にあやまらないといけないことがあります。

当初 私の兄が，土浦商工会議所の活動報告を行う予定でしたが，兄が恥

ずかしがり屋のため，お断りすることになりまして代わりに私が本日卓話

を行うことになりました。いつも皆様には土浦商工会議所の運営にご理解

ご協力頂き誠にありがとうございます。兄に代わりお礼申し上げます。な

お，私は土浦商工会議所の会員ではありません。

以前卓話をさせて頂いた際に相続登記義務化についてお話したことを覚えていますでしょう

か？今年の 4月から相続登記が義務化されます。新たに罰則が設けられて相続が発生した時か

ら 3年以内に相続登記を行わないと 10 年以上の懲役または死刑という重い刑に罰せられます。

と言うのは冗談で 10 万円以下の過料になります。そこで気を付けて頂きたいのが既に相続が

生じている土地建物がある場合は 3年後までに相続を行わないといけないことです。

既に亡くなっているじいちゃん名義の土地建物が相続しないでそのままになっていること

が，皆様にもないでしょうか？土浦南ロータリーには清野先生や石神先生，最近あまりお顔を

見ませんが，司法書士の大山先生もいらっしゃいますので，気になる方はご相談されると良い

かと思います。また，相続登記国庫帰属制度は，昨年 4月から始まっていてちょうど一年たち

ます。先日法務局の登記官と話したのですが，登記官曰く「茨城県の特に県南地域の相談が多

い」と言っていました。茨城が実家で今は東京や大阪に住んでいて土地の管理が出来ない方が

国庫帰属を考えているようです。

但し，ただでは帰属できないため，最低でも 20 万円さらに土地の大きさや評価によって予

納する金額が多くなることや，境界杭が無ければ測量が必要になり，建物があれば撤去しない

といけないためハードルが高く，実際に帰属となるとまだ実績がないとの事です。こちらにつ

いても詳しく知りたい方がいらっしゃいましたら是非ご相談下さい。

本日は最新の測量業術についてお話いたします。皆様も道路の脇で測量をしている風景を見

たことがあるかと思います。あの覗いている機械はトランシットと呼ばれるもので，通常 2名

で作業を行いますが最近では一人で作業を行える機械が誕生して，今では一人で測量を行って

います。因みに測量機械ですが一台 500 万から 600 万円しますので，通行の際に触れることが

無いように皆さん気を付けて下さい。壊したら大変なことになります。

また，さらに技術が進歩していまして，皆さん GPS はご存じかと思いますが，人工衛星を

使用して測量を行う事が出来るようになりました。皆さん GPS はアメリカの軍事衛星のこと

を言うのをご存じですか？今はアメリカの他にロシアや中国，日本も衛星を打ち上げています

のでこれらの衛星を GNSS と呼んでいます。受信機の円盤部分が受信機で，通常 20 基以上の

衛星を受信しています。衛星の受信数が多い程制度が良くなります。

日本から打ち上げている衛星で順天衛星「みちびき」をご存じでしょうか？こちらの衛星は

優秀でして通常衛星は地球を廻っていますが「みちびき」は日本上空を 8の字をかくように



廻っています。そのため常に日本上空に衛星があるため，日本における衛星の制度が格段に上

がりました。本日，持って参りました機材ですが 10 年前は 1千万円程しましたが今では数

十万円で購入出来るようになりました。需要があるので急速に値段が下がった状況です。皆さ

んも車の無人運転やドローンを耳にする機会が多いかと思います。これら全てに衛星が絡んで

います。このように測量技術と宇宙開発は密接に関係していますので，今後は月に中継基地を

設置してその先の火星，さらに遠くの惑星を測ることが可能になる日がくると思うとわくわく

してきます。

今後のそのようなニュースを耳にしたら，あの時飯野が話していた事だと思って下さい。時

間になりましたのでこれで卓話を終わりに致します。ご清聴頂きありがとうございました。


